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l．一よlニめに   

96年4雫学会時に蘭催された「t力のOR＝腋究グループ王傭の「■t予∬に爛するシンポジウムlにおい  

て、回畑分析による亡デル、二●ユーラルネットワークによるヒデルおよぴその両方を■合したモデルがモれぞれ  

の方から．紹介された…。そこではそ几ぞれの方がそれぞれのデータにもとづいて、■■なシステムとして紹介さ  
れていた．、回州分析とニューラルネットワークの融合について鳩′L、を締ったので■ご1（＝、同一データ量便用して  

回州分楯のぶ、ニューラルネットワークのみ、両者の融合の三者による予測を試みたので、モの比職場よを紹介  
する。ただし、著者にとって回州分析については蛙犠は多いが＝一■＝1、ニューラルネットははじめての拭暮であ  

って積々な工夫はされていないことをおホつしておく。  

2．比載積封の対象ケース   

データは文献川で使用したC杜の1995年6月－10月の日t力tを対象とし、3期にわけて5週間の箋膿  
を便用して6遅日を予測することとした。比較ケースを匁表1に示す。  

3．予測方法   

回州分析・ニューラルネットワーク  

ともに∈x cel上で試丁したが、そ  
の一部を次に述べる。   

回畑分析の一例を図表2に、使用し  

たニューラルネットワーク概念固を国  

表3に、その読書例を団表4に示す。  

4．絶果比や   

茶6遇予測の舅1日、第1～3日、  

第1～7日の予測誤差事（絶対値）の  

平均・標準偏差を比較し直表5に示すく  

なお、実損期間の誤差事（ヰ対価）と  

残差平方和も示した。なお、ケース2  

ニューロ分析（全）は実櫨期間の誤差  

は明らかに少ないが予測では不安定な  

傾向かみられる。  
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昨年暮の学会で関心を持ちとりあえす斌暮した絶景であって、この鳩巣のみで蟻篇づけることはできないが、  
強し＼てまとめると次のようである。Ⅶ単な回州分析はニューラルネットワークに劣るかも知れないが、畢なるニ  
ューうルスツトワークは十分に鑑虞された回州分析に劣り、両者を融合した回州分所の残羞を対象としたニュー  

ラルネットワークは今後の壌討を進める儀傭廿あると考えられる。  

参考文献  

【り特集．電力需要予乱れ●トションス●・リサーチ．V臥41．㈹．9．1996  
r2」田中他、王回帰分析と階層型ニューラルネットによる翌日t力予軋れ●トションス●・リサーチ．VOし11．HO．9．1996．Pヰ99  

〔3】糧藤．シンポジウムルポ．れ●レーションユー・リサーチ．V臥41．㈹．9．1996．P4g6  －503  

〔ヰ】糧藤他．夏季日電力量の気温による回帰分析モデルー折線・■別をヰり込んだ解析法の提案一．0R学会秋季  

［5】槽藤．0R手帳ダミー変数で折線近似を，れ●トションス●・リサーチ，VOし23，㈹．3．19丁8  研究発表会予稿集．1996  

目的変数 巳t力1（13社除）  回帰分析の慈果  

Y切片  

Y評価値の橿蓋誤差  

R2彙（寄与手）  

AIC（情報1基葦）  

標本数  

自由度  

説明ま数  

l田平均気温  
2［ヨ土曜日  

コ 旬日曜日  

4正伸帽の日一電力1  

5 E】前日と前々日との日モカ■差分  

6〔ヨ前々日と3日前との已モカ暮差分  

丁［ヨ前日の平均東急  

8〔ヨ前日と前々日との平均気温差分  

g〔ヨ前々ヨと3日椚との平均気温差分  

10色温度  

之9396．3887  

2435．8041  

0．989（）   

554．85了0  

35  

24  

分散分析養   

自由度  平方和 不偏分赦 分数比   

全体  34 458842ココ40   

回帰  tO 4ヰ44021940仙川027g4   

残基  24 142395〟氾 59ココ142  

寄与羊 AIC X優牡  橿隼誤差  

75  

q
－
《
U
 
4
 
8
 
8
 
「
－
2
 
〈
U
 
2
 
3
 
せ
3
．
什
1
5
．
1
－
－
2
．
－
0
▼
O
 
 
 

t
 
 
 

474．87  

1555．0T  

tT68．81  

0，09  

0．07  

0．08  

5Z9．1ユ  

5了▲8了   

488．88   

5920  

一0－0200 ほ．375之  柑糾．46丁4  

－Ot57コ 引．0937 －り148．丁982  

－030丁9 8し8573 一之7Z55．7了36  

0．3142   

－0．1082   

－8．Og85  

113g．8t88  

－592．54コ4   

－98．コ84丁   

一t9．838l  

一001681ユ．1092  

－00032 14344  

－0（X氾8 ト8388  

－0．0060 4．t88丁  

一00014 －0．4a39  

－0080l－19429  
－000Ot －t．839g  

偲我2  8／6－7／10のデータを用いた回柵分析結果  

－234－  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



ブック名 二」－ロ 此∫   

データ名 瓜JJノJ 叔∫  

■事■暮のグラフ  

軸仏号     残1（全）  

■■什阜と出力のグラフ  

入力書■  

中l椚冊■  

入力■■  

定■α  

初期結合優■Wij  

初¶簸含傷■vj  

筆雷回払  

0
 
【
J
 
5
 
5
 
2
 
’
‘
 
 

t
 
 

ユ
 
 

0
 
0
 
0
 
 

一●一丁 ！  

一■一瓢l  

－・●－▲0  

■60 L  

＋80  

◆l00  

十t201  
－川0： l  

・－・180．  

－■トー柑0：  

一○一次氾！  

5
 
 
ヰ
 
 

0
 
 
0
 
 

8
 
 
 
‘
V
 
 

O
 
n
V
 
 

へ
J
 
 
っ
」
 
 

（
U
 
 
（
U
 
 

200  

ヰ草魚蓋  0．0川882  ■－  t」○  ■  t▲I －  tO  －  
■  一－  で｝ 【ヽJ fつ  

■  （つ   の   ト  IJl  

実行疇南  0：10  

8ノも  0．1■1シ190．●2ユ5080．●ユ∝氾40．43ユ8680．1：絡：h80．▲379580．13901ユ0．430T120．▲41‖8IO．▲●0知20．●●0丁25  

ム′1 0．58糾93 0．●89之20．5ユ31010．55糾870．5t；923T O．5丁63320．5803530．5826680．S8●0240．引川8320．585326  

6／8  ¢．‘11丁3之 0．5之9†2 0．5争4ユ10．627953（I．糾65080．‘5丁2490．6636丁40．6も了0050．6TOO510．6T15920．6丁2575  

6乃  03「18380．3953530．3815960．3丁8糾T O．3－6t2T O．3丁4丁850．3†12010．3丁39950．3739690．3丁■0之20．3丁4102  

6ハC O．：旧2975こ ′㌧6725，0．33期390．32ユ▲520．31●丘050．389■－90．鋤0．38●丁350．：旧3丁23 0．：船3150．：氾20：絡                          ＿一一一     －■一－－  －－、■■－  

jユLJJぞごニーノー‾  ニニ■．◆丁、1‘〃ノーへ1ク1〃5        －▲・・一1・一  
、■－  

‾ 
＿＿′＿一「㌫iね6ユ90．41封9101593 0．1F‖80．1Tl帥る0、4丁●糾T0．1丁6ユ封0．4〃●け 0．jT8080．■丁851204化指針  

丁ハO  10．86†0‘T O．T142960．82412も0．852仙0．8T18120，8貼ユー80．8955890．如365‘0．Il（】訳鳩0▲lt5も55  

乳量4 6／6－7／10のデータを用いたニューロ分析結果  

ケース1   ケース2   ケ  ケース4  ケース5  

回帰分析（全）   ニューロ分析（全）  回帰   

8的変数   日t力i   日電力王   日  t力t  ケ  一ス3の   ケ  －ス3の   

（教師信号）   （13社除）   （13社除）  （13社除  残蓋  幾重  

説明蜜月  

（入力信号）   ■10ま数   ■10ま致   AIC  基革眉  用  ●10変数   A  lC暮華採用   

暮 8月は、お盆 9月は、祭日の変数を10変数lこ加えて採用する  

図表1 比鮫ケース  
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